
放課後子ども総合プラン事業の実施状況について
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ながの子育て
応援ｷｬﾗｸﾀｰ 実施施設数・登録児童数の状況 ２
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登録児童数の推移
（人）

（千円） 事業費の推移
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利用料導入子ども・子育て支援新制度

事業費・登録児童数の推移 ３
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減免の適用状況
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プラン事業充実の取り組み①
ながの子育て
応援ｷｬﾗｸﾀｰ ５

■冷房設備の設置・更新・移設

令和５年度事業実績

・児童館・児童センターへの整備 １１施設
令和６年度事業予定（※こども政策課予算分のみ）

・児童館・児童センターへの整備 ２施設

施設環境の整備

■ＩＣＴ化

令和４年度事業実績

・令和５年１月からコドモン（入退館管理システム）の本格運用開始

令和５年度事業実績

・口座振替ＷＥＢ申込サービスの検討及び予算化

令和６年度事業予定

・口座振替ＷＥＢ申込サービスの導入、口座情報登録の自動入力の検討



プラン事業充実の取り組み②
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令和５年度研修実績

・連携研修会 施設と学校との連携についての運営研修

（基調提案を視聴後、校区ごとに施設と学校による「連携会議」の開催）

・支援員等研修会（１） 各支援員が勧める「遊びと生活交流会」 講師：松本大 岸田教授

・支援員等研修会（２） 子ども理解「虐待等の理解と対応」 講師：信州大 下山准教授

・支援員等研修会（３） 「専門職としての支援員」を目指して 講師：町田市 小野支援員

・職場内研修 「小児救急・救命」について、動画配信により全職員視聴の職場内研修

・避難訓練 防災・安全意識向上のため、「避難訓練」を職場内研修として実施

令和６年度研修予定

・管理職研修会 校区責任者・館長研修 「総合プランの理解と運営・服務 等」

・救急救命法研修会 「心臓マッサージおよびAED使用」について 講師：日本赤十字社

・プラン研修会（１） 遊びを通じた施設での子どもたちの関係づくり 講師：松本大 岸田講師

・プラン研修会（２） 子ども理解「愛着の問題 その理解と対応」 講師：信州大 下山准教授

・プラン研修会（３） 「専門職としての支援員」を目指して 講師：町田市 小野支援員

・職場内研修 「子ども理解と支援の充実」に向けて、配信資料を基に職場内研修

・避難訓練 防災・安全意識向上のため、「避難訓練」を職場内研修として実施

職員研修の充実



アドバイザーの活動状況①
ながの子育て
応援ｷｬﾗｸﾀｰ ７

放課後子ども総合プランの実施場所において、放課後などの児童の遊び・学習・体験活動を支援し
ていただく登録制のボランティアです（活動費の支給あり） 。

アドバイザーとは

登録方法

登録状況

区分 登録人数 団体数

一般
個人 192人 －

団体 540人 70団体

学生
個人 144人 －

団体 78人 12団体

合計 954人 82団体

令和６年６月１日現在

市が開催するアドバイザー登録説明会に参加の上、アドバイザー登録カードを提出します。
※令和６年度の登録説明会（年３回開催）の日程は以下のとおりです。下記以外でも登録希望者には説明会を実施しています。（要相談）

※学生に向けては各大学ごとに日程を調整して、実施します。

期日 研修 研修時間 研修会場

①４月25日（木） アドバイザー説明会（１） 10:00～11:00 ふれあい福祉センター

②９月27日（金） アドバイザー説明会（２） 10:00～11:00 篠ノ井交流センター

③１月21日（火） アドバイザー説明会（３） 14:00～15:00 ふれあい福祉センター



アドバイザーの活動状況②
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令和５年度の活動状況

登録者数の推移

登録区分 活動人数 活動団体数 実施回数 参加児童数

個人 3,005人 － 3,005回 62,430人

団体 2,213人 903団体 903回 28,681人

合計 5,218人 903団体 3,908回 91,111人

（延べ数）

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

一般 841 847 833 841 956 931 841 766 732

学生 266 244 253 332 271 202 169 238 222

合計 1,107 1,091 1,086 1,173 1,227 1,133 1,010 1,004 954

（人）



希望児童の受入校区拡大
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本年度当初の受入状況

放課後子ども総合プランでは、全小学校区における希望児童（理由にかかわらず事

業の利用を希望する児童）の受け入れを目指しています。

９

希望児童の受入校区拡大

希望児童の受入校区 【49校区】

城山、鍋屋田、加茂、山王、芹田、三輪、吉田、裾花、城東、南部、朝陽、柳原、

長沼、古里、浅川、芋井、安茂里、松ヶ丘、通明、共和、信里、塩崎、松代、清野、

西条、豊栄、東条、寺尾、綿内、川田、保科、川中島、下氷鉋、真島、七二会、

豊野西、豊野東、戸隠、鬼無里、大岡、信州新町、中条

（一部の施設で受入）

緑ヶ丘、大豆島、若槻、篠ノ井西、昭和、青木島、三本柳

留守家庭児童のみ受入校区 【４校区】

古牧、湯谷、徳間、篠ノ井東

※赤字の校区はR６年度から新たに受入



• 小学校内に、余裕教室や、長寿命化改修に併せて居室を確保できる場合
• 小学校に隣接または近接していない （小学校からの移動時の交通安全や犯罪に巻き込ま

れる危険の防止）
• 施設が破損、または施設の老朽化や損傷が著しく、施設の改修に多額の費用が必要（大

規模改修や大規模修繕）
• 施設定員に対し利用者数が大幅に超過 （施設基準に不適合、密集の発生）

ながの子育て

応援キャラクター

児童館・児童センターの子どもプラザへの移行・統合 10

長野市公共施設マネジメント指針に基づき、以下に該当する児童館・児童センターは、小学
校の余裕教室等を利用した「子どもプラザ」 への移行・統合や、小学校施設、他の公共施設と
の複合化について、地域や運営委員会、学校、施設等と相談しながら進めていきます。

児童館・児童センターの子どもプラザへの移行状況

令和４年度

柳町児童センター ⇒ 城東子どもプラザに統合 （老朽化・近接していない）

豊野東部児童館 ⇒ 豊野東子どもプラザに統合 （老朽化）

古里児童センター ⇒ ３年生を古里子どもプラザへ移行 （利用者超過）

柳原児童センター ⇒ ２年生の一部を柳原子どもプラザへ移行 （利用者増加）

篠ノ井中央児童センター ⇒ ２年生の一部を通明子どもプラザへ移行 （利用者超過）

令和５年度
浅川児童センター ⇒ 浅川子どもプラザに統合 （老朽化・近接していない）

松代東条児童センター ⇒ ３年生を東条子どもプラザへ移行（利用者増加）

令和６年度 箱清水児童センター ⇒ 城山子どもプラザに統合 （老朽化・近接していない）



LINEで請求額を通知
業者の口座へ振込

リストを見て配布
当日中に容器回収

LINEで注文
前週木曜〆切

・【R5.6.28 こども家庭庁事務連絡】長期休業中の昼食提供に関して地域の実情に応じた対応を。
・市と施設、弁当事業者で協議し、意向が一致したため、試験的に一部の施設で昼食提供を実施した。

１．背 景

２．試行内容

３．試行結果

施設名 登録数
のべ

注文数
注文者数 注文者割合

（注文者数/登録者数）

若槻児童館 42 18 5 12.0％

（三輪校区は周知期間が短く、情報が届かなかった保護者が多かったため参考とする）
《注文者数》

・施設職員の負担は少なく弁当の配布もスムーズに行えた。
・弁当の置き場や業者の容器回収なども特に問題はなかった。
・児童によって食べる量が違うので足りない子や残す子がいた。

「お弁当の注文」
保護者→事業者

「お弁当の配布」
施設→児童

「請求」
事業者→保護者

［注文の流れ］

《施設職員の感想》

施設名 登録数 のべ注文数 注文者数 注文者割合

三輪児童センター 176 19 4 2.3％

三輪子どもプラザ 82 14 3 3.7％

合 計 258 33 7 2.7％

参考
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（１）実施期間 令和６年３月１８日～４月３日（土日を除く12営業日）

（２）実施施設 ３施設（若槻児童館、三輪児童センター、三輪子どもプラザ）

（３）提供内容 おにぎり弁当（400円）

（４）実施方法 ・保護者が事前に事業者（ち志ま）にLINE
で注文し、施設では注文リストを見ながら
弁当を配布する。
・料金は事業者から保護者にLINEで
月締め分の金額を請求し、保護者が
事業者指定の口座に振込む。

おにぎり弁当（４００円）



５．夏休みに向けて

①施設数の拡大
７校区 １３施設で実施（登録児童数：1,787人 全登録数の20.4％）

古牧(2)、三輪(2)、城東(1)、若槻(2)、通明(2)、篠ノ井東(2)、篠ノ井西(2)

②メニューの増加
お弁当のメニューを3種類に増やし、量や価格の選択肢を

増やす。

４．保護者のニーズ

・弁当を手作りしたいと思う一方、80％以上の保護者に弁当作りの負担や衛生面での不安がある。
・80％以上の保護者が配達弁当の導入を希望している。
・夏休み中の利用希望者は95％に上っている。
・保護者が配達弁当に求めるものは多く、今後も保護者のニーズを捉えながら改善していく必要がある。

③利便性の向上
・〆切を前週の木曜日から3日前に変更し、キャンセルも柔軟

に対応する。
・弁当事業者による受注システムの導入により、スムーズな

注文を可能とする。
・昼食提供に関するマニュアル等を整備し、現場でのスムーズ

な運用と、保護者が安心して利用できる環境を構築。

長期休業中の昼食提供について② 12
ながの子育て

応援キャラクター


